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1. 緒言

　この資料は，原稿作成の方法を示し，執筆要綱を補足するものです．

(実際には改ページ)

2. 執筆要綱の補足
2.1　ページ設定・書式

2.1.1　余白　上25mm，下20mm，左30mm，右10mmとする．

2.1.2　ページ番号　本文の下余白に，ページ番号を挿入する．

2.1.3　フォント　概要，目次，章，節，項，謝辞，付録，参考文献等のタイトルにはゴシック体（sanserif typeface）を用いる．本文には11ポイント程度の明朝体（serif typeface）を使用する．

2.1.4　行間隔　和文・英文ともに18ポイント程度（1ページ約40行）とする．

　

2.2　式　
　式は中央揃えにし，式番号は右揃えにする．例えば，以下のように記述する．　
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2.3　表と図

　表と図の例を以下に示す．図表内の文字が小さくなりすぎないように注意すること．
2.4　参考文献

　以下のように記入し，'日本らの研究(1)によると...' のように参照する．

(実際には改ページ)

参考文献

(1)
日本太郎，赤坂次郎，粘弾性流のレオロジ方程式に関する研究，日本機械学会論文集，70-578，(1967)，359-363.
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Fig.1 Rotating shear flow.





Table 1 Computational parameters.
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